












【製品】　　レベル１：土工－レベル２：土工－レベル３：その他 様式３－２

技術の名称 エンドレンフィルター　（不織布の中にメッシュチューブを挿入した構造のPETボトルリサイクル原料を用いた盛土用水平排水材）

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【　KK-980092　】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 近畿地方整備局　近畿技術事務所

分類 〔レベル１：土工　〕、〔レベル２：土工　〕、〔レベル３：その他　〕、〔レベル４：　―　〕

使用可能な工事の種類 各種盛土工事

技術名称 サンドフィルター（砂）工法

その他

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位当たり材料単価：

484,711　円/100ｍ3

　　　　　　（材料・施工費）

204,865　円/100ｍ3

（サンドフィルター100ｍ3相当分
の材料・施工費）

約58％の向上

ランニングコスト - - - -

その他 - - - -

トータルコスト -
484,711　円/100ｍ3 204,865　円/100ｍ3（相当分） 約58％の向上

備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞

構造 - - - -

施工段階 作業員に対する事故等の発生
「土木工事安全施工技術指針」
の「第1章総則、第2章安全措置
一般、第7章土木工事」による

繊維及び樹脂材料であるため、
しなやかであるため人体に傷を
つけることがない。

同等

※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

第三者に対する事故等の発生
「土木工事安全施工技術指針」
の「第1章総則、第2章安全措置
一般、第7章土木工事」による

敷設作業は重機を必要と使用し
ない

向上

物性 化学的安定性 酸・アルカリ等の影響によって著
しい変状、劣化が生じてはならな
い。

PET樹脂製であるため化学的に
安定している。

同等

引張特性

砂には引張抵抗力がない

長さ方向の引張強さ
　　規格値：各品番共通
　　　　　　　　  1.07（kN/10cm幅）
　　試験値：約1.3（kN/10cm幅）

向上
（砂には引張抵抗力がない）

形状 圧縮性能

有害な変形を起こさない。

エンドレンフィルター流量特性【添
付資料　P3】
例）4％動水勾配で100KPa荷重
時流量は約0.2ｃｃ/sec

同等
（圧縮荷重を受けても通水断面を
確保する）

能力 排水能力
長期目詰まりが少なく透水性に
優れ、長期耐久性を有し、実績の
あるものが望まれる。

チューブのまわりに不織布フィル
ターを使用しているため、目詰ま
りを起こさない。

同等
（長期透水性に優れる）

材料 選定
品質が保証されたものを使用す
ることを原則とする。

品質証明書で品質を保証してい
る。

比較対象外

品質管理と適合性

エンドレンフィルターの各規格値

生産ロット毎に管理試験（物性検
査・工程内検査）を実施し、規格
値以上であることを確認してい
る。

比較対象外

施工 - - - -

完成物 - - - -

合理化 材料の供給性 地域によっては入手が困難であ
る。

工場製品であり、必要数量が容
易に確保できる。

向上

使用機械 撒き出し，敷き均しにブルドーザ
が必要。

人力で敷設可能であり、締め固
めの必要も無い。

向上

現場条件 現場勾配

-

盛土材が飽和状態の場合は、材
料が屈曲性に優れているため、
動水のための勾配を確保すれば
施工可能。
不飽和の場合は、排水勾配を確
保する必要あり。

同等

適用範囲 適用範囲
水平排水層に使用する材料は、
透水性の良い砕石，砂が使用さ
れるが、最近では、不織布やパ
オプ状あるいは板状のジオテキ
スタイルも使用される。

エンドレンフィルターは、不織布
による集水効果とチューブ部によ
ると薄い効果により、土中の湧水
や圧密水の排水を促進する盛土
用水平排水フィルターである。

同等

自然条件 環境による影響

-
ポリエステルは化学的に安定で
あるため、酸性濃度の高い土壌
での使用も十分に対応可能。

同等

施工管理 平坦性、排水勾配
水平排水層を面的に平坦性をも
たせ、かつ排水勾配（4～5％）が
とれるようにする。

敷設面は、排水勾配3％以上とな
るように事前に平坦に整地してお
く。

同等

③の内容は、(財)土木研究セン
ター　ジオテキスタイルを用いた
補強土の設計・施工マニュアル-
改訂版　P115 より

材料の厚さ 砕石または砂を用いる場合、水
平排水層の厚さは30cmを標準と
する。

材料の厚さが一定である。
向上
（厚さ管理が不要となる）

施工性

施工性

耐久性

品質・出来形

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全
性等は含まない。

詳細説明資料

申請者記入欄

申請者記入欄

評価項目

選定理由

　　比較対象とする
　　従来技術

評価項目

大

新技術と同様、盛土の安定性を向上させるために土中水を排水するための工法であるため。

経済性



備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞大

申請者記入欄評価項目

難易度 材料敷設作業 砂の敷きならし締め固めに重機
を用いるため、熟練したオペレー
ターが必要となる。

軽量であるため人力で容易に敷
設可能である。

向上

社会環境 省資源化への貢献度

-

軽量で容積が小さいため運搬に
よるダンプ公害やエネルギー量
が減る。
PETボトルリサイクル原料を使用
しているため環境負荷が低減で
きる。

向上

作業員環境 - - - -

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 　無　（　当技術は製品であるため、その摘要工事の技術指針に準拠する。　　　）

積算基準等 　有　（敷設，小運搬 歩掛りは自社基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工管理基準等 　無　（　当技術は製品であるため、その摘要工事の施工管理基準に準拠する。　）

その他

その他

周辺環境への影響
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